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岩石山
のぽりマップ

彦山川流域から筑豊平野まで見渡せる国見岩。岩には梵字が刻まれ、山伏たちの修行の場だったことがわかります。
MAP0 

岩石城跡を
歩いマみよう！

今からおよそ400年前まで、岩石山の山頂

には「豊前一の堅城」と称えられた山城

「岩石城」がありました。今でも奥の院から

山頂にかけ、山城特有の名残を多くとどめ

ています。岩石山に登るとそれら遺構をす

ぐに見つけることができます。城を守った

武将たちの気持ちを想像しながら歩くと、
またひと味違った山登りが楽しめます。

天守台跡

天守台跡に建てられた展望台から、
筑豊平野はもちろん、行橋方面や宝
満山の山々まで広範囲に見渡せま
す。ここでは瓦片も発見されているの
で、見張りのための天守があったの
ではないでしょうか。
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本丸跡

天守台よリ南8mほど下にあるL字
型の平地。南に突き出た平地の横に
城の入口とされる虎口（こぐち）の跡
がみられます。ここでも多くの瓦片が
出土されました。

瓦片

山頂付近を歩いているとそこかしこ
に見つかる瓦の破片。小倉藩の最初
の藩主だった細｝l|忠興が治めていた
ころの岩石城に使われていた瓦だと
考えられています。
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柱穴（ちゅうけつ）
花岡岩に掘られた直径20cmほどの
穴がいくつも並んでいます。おそらく
外部からの侵入を防ぐ「逆茂木（さか
もぎ）」などの柵が立てられた場所
だったのかもしれません。
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3~4月上旬、岩石山に春を告げる花。コブシに似て
いますが花の基部に緑の葉は付かず、葉はコブシよ
リ細長く、哀は白みを帯びています。

どんぐりの尻が凹んでいるので「尻深樫」と名 付けら
れた、岩石山を特徴づける常緑中高木。9~10月に花
と実が一緒に見られ、実は食べることができます。

高さ20mに達する落葉高木で6月に白い花、秋には
小さな赤い実をつけ、落葉後の木は真っ赤に映えま
す。分布上珍しく西斜面の谷に散在して見られます。

4~5月、山頂近くの本丸跡に花畑のように咲く、高さ
5~10cmの青紫色の小さな花。昼間の晴れた日に咲
き、雨の日や曇りの日には閉じたままで開きません。

5月、大きな花序に直径3~5cmの白い花をつけ、バ
ラ特有の芳香を漂わせます。鷲越ルー トの谷筋に群
生して咲き林道などの高い位置から見えます。

葉の裏に白綿毛が生え白く見えるので裏白の木。八
昼岩付近に多い落葉高木で、花は5月上旬。幹の表
面に皮目（ひもく＝通気を行う組織）があります。

奥の院
標高400mにある奥の院の展望台か
らは添田の街がよく見渡せます。見張
リの場所だったと思われますが、秀吉
軍の大軍を見た時の城兵たちの気持
ちを想像すると……。

堀切り

左右対称V字に削られた谷。ここは敵
の侵入路となる山の稜線を断ち切る
防衛策として人為的に造られた堀で
す。何も知らないと普通の谷間にしか
見えませんね。

春一番はタムシバの日い花が可憐に咲き、5月はコバノミツバッツジやヤマッ

ッジ、秋はタマミズキの実が山を紅く染めます。柑石山は一年を通じてさまざま

な植物の営みを観ることができます。県内では希少種となってしまったウドカズ

ラやマッグミなど、絶滅が危惧される植物もいくつも見られるなど、岩石山には

昔ながらの日然がたくさん残っているのです。

4月に咲く岩石山の名花。高さ1.5~3mの落葉低木で
花は紫色。内側に濃色の斑点があります。枝先に三
つ葉がありますが開花期にまだ葉は開きません。

山頂部の岩場などに生え、秋の紺葉が美しい落葉低
木ですが、標高400m台の山にあるのは珍しい存在。
5月に紅色の小さなつリ鐘型の花を咲かせます。
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4~8月、カシやシイなどの照葉樹の下で見つかる
真っ白で神秘的な植物。光合成をせず、腐植土から
栄養を得て生きる「腐生植物」です。

馬場跡
東側に伸びた広い平地は「馬場」と
言い伝えられる場所。 瓦片が多く見
つかったことから、ここにも大きな建
物があったと考えられています。秀吉
の岩石城攻めでは、牛馬三百頭が城
から放たれたという逸話があります。

土山頂から高低差som以内に数箇所の
水源が発見されています。井戸は今
も水を汲むことができ、山頂に近い場
所で井戸が枯れないことは良い城の
条件とされています。

楔岩（くさびいわ）
四角い穴の列は、岩を割るための楔
を打つために開けられたものです。
岩石城跡で見られる楔跡は、戦国末
期から江戸初期の築城に見られる石
切技術で「矢穴」ともいいます。
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高さlm程度の半落葉低木。岩石山には多くあり、4
月～6月の間、ずれながら長い期間咲いて登山客の
目を楽しませます。花は朱色でおしべが5本ある。

県内のシイにはスダジイとツブラジイがありますが
岩石山のシイは、ほとんどがツブラジイで、どんぐり
の実が丸い形をしています。花期は4~5月。
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 奥の院などに生える多年草。6~ 7 月、茎の先に白

い小花が房状の花穂となり、しなやかに曲がったそ
の形状が、虎の尾のように見えたのでしょうか。
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固浩；；；域下町の歴史遺産

岩石山・岩石城の麓に形成された城下町。小倉と天領B田を結ぶ日田道に沿って、白壁が風情を醸

す文化財・中島家住宅や中村家住宅など、歴史を感じさせる建物が並んでいます。また桜の名所と名

高い添田公園には入浴施設などもあります。山登りの後は麓の街も散策してみてください。

町指定有形文化財

中村家住宅
中村家は古くから酒造
業 を営ん で い ま し た
が、明治 期末に醤油製
造に転向。平成10年に
廃業するまで多くの人に愛されてきました。現在の建
物は大正初期のもので、妻壁に見える径）の紋と3つ
の大きな漆喰納戸が印象的です。 MAPO 

｀宅fbM住虹家匹島呻中・
陽光に照らされた真っ白な漆喰壁が、古い街
道筋に存在感を放つ中島家住宅。妻入りの町
屋が多い中、通りに面した平入りの主屋は銀色
の瓦屋根がひときわ大きく見え圧倒されます。
中島家は江戸時代に櫨蝋（はぜろう）の製造で
財を成し名字帯刀を許された旧家で、明治以
後は酒や醤油を作っていたそうです。屋敷の奥
には岩石山を借泉とした広大な庭園があり、往
時の繁栄を物語っています。 MAPO 

ほうこうじ

法光寺
法光寺は1474年に門
司で創立し、慶長年間
に岩石城大手門跡に寺
地を拝領されました 。
岩石城の大手門を移築したという山門には、細川家の
家紋「九曜紋」が掲げられています。山門脇の梵鐘も元
禄16(1703)年に造られたものです。 MAPO 
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添田公園
県下でも有数の桜の名所と名高い添田公園。春にはソメイヨ
シノをはじめとする約1600本の桜が咲き乱れ、筑豊地域随一

の桜の名所となっています。秋は岩石山全体の紅葉も色を添
え、四季を通して色彩豊かな表情を楽しませてくれます。また
公園内には「添田美術館」や福祉施設「そえだジョイ」があり、
いずれも岩石城をイメージした建物がユニーク。そえだジョ
イには展望大浴場がありますので、山登りの後に汗を流して
リフレッシュできます。 MAP0 

添田町まちづくり課
〒824-0691 福岡県田川郡添田町大字添田2151
TEL 0947-82-1231（代表）FAX 0947-82-2869 https://www. town. soeda. fukuoka. jp/ 




